
S D G s 宣 言 書
当 社 は  国 連 が 提 唱 す る 「 持 続 可 能 な 開 発 目 標 ( S D G s ）」 に 賛 同 し

建 設 業 と い う 事 業 活 動 を 通 し て 地 域 社 会 の 発 展 を 目 指 し

積 極 的 な 取 組 を 通 じ て 持 続 可 能 な 社 会 の 実 現 に 貢 献 し て ま い り ま す 。

代 表 取 締 役 　 西 村 　 寿 一
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マ ル サ ン 重 機 建 設 株 式 会 社

SDGs の達成に向けた取組み

SDGsとは、「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称。国際社会が抱える問題を
世界全体で解決していくために2015年9月に国連で採択された2030年までに達成すべき国際目標。

「誰一人取り残さない」をスローガンに、「17の目標」と「169のターゲット」から構成されている。

環境に配慮した事業活動 品質・技術力向 / 安全衛生

働きがい・幸福の実現 地域社会への貢献・共存

環 境 と の 調 和 を 図 っ た 事 業 活 動 を 実 践

「 循 環 型 社 会 」「 脱 炭 素 社 会 」 の 実 現 に 貢 献 す る

【 具 体 的 な 取 組 】

・ 産 業 廃 棄 物 ゼ ロ に 向 け た ３ R 推 進

・ 環 境 配 慮 型 重 機 へ モ デ ル チ ェ ン ジ

・ C o 2 排 出 量 の 削 減 ・ 省 エ ネ の 推 進

【 具 体 的 な 取 組 】

・ 法 令 遵 守 と 公 正 な 事 業 活 動 の 徹 底

・ 現 場 の 労 働 環 境 の 安 全 ・ 衛 生 パ ト ロ ー ル の 実 施

・ 安 全 衛 生 に 関 す る 社 内 研 修 の 実 施

・ 外 国 人 技 能 実 習 生 の 受 入 れ

・ 資 格 取 得 支 援 や 学 習 機 会 の 積 極 的 な 提 供

【 具 体 的 な 取 組 】

・ 定 期 健 康 診 断 の 実 施

・ 産 前 産 後 休 業 、 育 児 介 護 休 業 制 度 の 整 備

・ 労 働 時 間 の 管 理 徹 底

【 具 体 的 な 取 組 】

・ 自 然 災 害 へ の 対 応 （ 復 旧 工 事 等 ）

・ 地 元 人 材 の 積 極 採 用

・ 地 域 ス ポ ー ツ 振 興 な ど 各 種 活 動 へ の 支 援

地 域 社 会 の 一 員 と し て 、 地 域 に 根 差 し た 事 業 活 動 を

推 進 す る と と も に 持 続 可 能 な 社 会 地 域 の 実 現 に 貢 献 す る

生 涯 学 習 の 機 会 を 促 進 し 次 世 代 へ の 教 育 支 援 を 実 施 し

よ り 一 層 の 品 質 ・ 技 術 力 の 向 上 に 取 組 み 安 全 で 良 質 な サ ー ビ ス

を 提 供 す る

全 社 員 の 「 安 全 」 と 「 健 康 」 に 配 慮 し 多 様 性 を 尊 重 し た

公 平 で 公 正 な 職 場 環 境 の 構 築 、 ワ ー ク ラ イ フ バ ラ ン ス を 支 援 す

る 事 で 社 員 と そ の 家 族 が 幸 せ に 暮 ら せ る よ う 取 り 組 む


